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四
世
岩
井
半
四
郎
の

乳
人
重
の
井

こ
の
絵
は
、
寛
政
六
年
五
月
加
原
崎
座
上

演
の
「
恋
女
房
染
分
手
綱
」
の
女
主
人
公
乳

人
重
の
井
を
描
い
た
作
で
あ
る
。
重
の
井
は

恋
人
伊
達
の
与
作
と
の
恋
愛
が
知
れ
、
与
作

は
お
い
と
ま
、
父
の
竹
村
定
之
進
は
切
腹
、

与
作
と
の
間
に
出
来
た
一
子
与
之
助
は
自
然

生
の
三
吉
と
い
っ
て
馬
士
に
な
っ
た
。
主
君

の
姫
調
姫
が
浜
松
の
入
間
家
に
養
女
に
行
く

の
に
従
っ
て
重
の
井
は
東
へ
下
っ
た
が
、
そ

の
途
中
、
馬
士
自
然
生
の
三
吉
と
出
逢
う
が
、

乳
人
と
い
う
役
目
の
手
前
、
母
子
の
名
乗
り

も
出
来
ず
に
別
れ
る
。
そ
の
場
の
重
の
井
を

描
い
た
の
が
こ
の
絵
で
あ
る
。

（
解
説

吉
田
暎
二
氏

抜
粋
）

東
洲
斉
写
楽

山田 晃氏所蔵
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会員募集中! あなたのお口添えを」

新
秋
の
み
ぎ
り
、
社
団
法
人
江

東
東
法
人
会
の
会
員
の
皆
様
方
に

は
、
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
こ
と
、
こ
の
度
の
定

期
人
事
異
動
で
東
京
国
税
不
服
審

判
所
審
判
官
を
拝
命
し
、
過
日
着

任
い
た
し
ま
し
た
。

昨
年
の
７
月
に
着
任
以
来
、
一

年
間
と
い
う
短
い
間
で
は
ご
ざ
い

ま
し
た
が
、
佐
野
会
長
を
は
じ
め
、

役
員
、
会
員
の
皆
様
か
ら
多
大
な

る
ご
支
援
を
賜
り
、
署
長
の
職
責

を
無
事
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
皆
様
の
ご
厚
情
に
対
し
ま
し

て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

伝
統
あ
る
貴
会
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
長
年
「
納
税
道
義
の
高
揚

と
税
知
識
の
普
及
」
に
努
め
ら
れ
、

前
署
長

山
田

孝
治

各
種
説
明
会
、
講
演
会
の
開
催
な

ど
、
活
発
な
事
業
活
動
が
展
開
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
充
実
し
た
魅
力
的

な
会
活
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
よ
う
、

ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
後
任
の
市
原
署
長
に
対

し
ま
し
て
も
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支

援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
江
東

東
法
人
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
、

会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
並
び
に

事
業
の
益
々
の
ご
繁
栄
を
心
か
ら

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
お
別
れ
の

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

私
は
こ
の
度
の
人
事
異
動
で
、

東
京
国
税
局
総
務
部
税
務
相
談
室

主
任
税
務
相
談
官
に
配
置
換
え
と

な
り
ま
し
た
。

在
任
中
は
法
人
会
の
役
員
、
会

員
の
皆
様
方
か
ら
多
大
な
る
ご
支

援
を
頂
き
ま
し
た
。

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
や
は

り
、
社
会
貢
献
活
動
「
ま
ち
を
き

れ
い
に
」
に
、
二
年
間
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
法
人
会
の
皆
様
方

と
共
に
清
々
し
い
汗
を
流
す
貴
重

な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ

と
が
、
一
番
印
象
に
残
っ
て
お
り

ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
皆
様
方
の
ご
厚
情

に
対
し
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
江
東
東
法

人
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
会
員
の

皆
様
方
の
ご
健
勝
、
事
業
の
ご
繁

栄
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
こ
の
度
の
人
事
異
動
で
、

麻
布
税
務
署
源
泉
特
別
調
査
官
に

配
置
換
え
と
な
り
ま
し
た
。

僅
か
一
年
と
い
う
短
い
期
間
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
人
情
味
溢
れ

る
法
人
会
の
皆
様
方
の
、
温
か
い

ご
支
援
に
支
え
ら
れ
無
事
職
責
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

特
に
、
研
修
会
等
で
の
講
演
や

「
ま
ち
を
き
れ
い
に
」の
社
会
貢
献

活
動
な
ど
、
大
変
貴
重
な
体
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
皆
様
方
の
ご
厚
情

に
対
し
ま
し
て
、
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

お
別
れ
に
当
た
っ
て

前
副
署
長

湯
本

幸
治

離
任
の
ご
挨
拶

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

前
法
人
課
税
第
一
統
括
官

松
ヶ
谷

隆

去
る
７
月
10
日
付
で
税
務
署
の

定
期
異
動
が
あ
っ
た
。

署
長
に
は
、
芝
署
法
人
特
別
調

査
官
か
ら
市
原
健
二
氏
、
総
務
担

当
副
署
長
に
は
神
田
署
法
人
特
別

調
査
官
か
ら
齊
藤
栄
治
氏
、
総
務

課
長
に
は
東
京
国
税
局
課
税
第
一

部
統
括
国
税
実
査
官
総
括
主
査
か

ら
関
孝
夫
氏
、
法
人
課
税
第
一
部

門
統
括
官
に
は
四
谷
署
管
理
第
二

部
門
統
括
官
か
ら
高
橋
潤
子
氏
、

審
理
上
席
に
は
豊
島
署
徴
収
第
二

部
門
か
ら
前
田
圭
一
氏
が
着
任
さ

れ
た
。

市原署長

江
東
東
税
務
署
定
期
異
動

新
し
く
市
原
健
二
署
長

山
田
署
長
は
、
東
京
国
税
不
服

審
判
所
第
二
部
審
判
官
へ
、
湯
本

総
務
担
当
副
署
長
は
、
東
京
国
税

局
税
務
相
談
室
主
任
相
談
官
、
小

山
総
務
課
長
は
市
川
署
副
署
長
、

松
ヶ
谷
法
人
課
税
第
一
統
括
官
は

麻
布
署
源
泉
特
別
調
査
官
、
田
中

法
人
課
税
第
二
統
括
官
は
千
葉
西

署
、
上
田
法
人
課
税
第
三
統
括
官

は
東
京
上
野
署
、
野
坂
法
人
課
税

第
五
統
括
官
は
千
葉
東
署
、
上
園

審
理
上
席
は
練
馬
東
署
に
転
勤
さ

れ
た
。
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めざします。企業の繁栄と社会への貢献

江東東税務署新旧幹部職員及び担当職員名 平成21年７月10日現在

新 任 者 前 任 者
職 名

氏 名 旧所属・官職 氏 名 新所属・官職

署 長 市 原 健 二 芝 法人 特別調査官 山 田 孝 治 東京国税不服審判所 審判官

（総 担) 齊 藤 栄 治 神田 法人 特別調査官 湯 本 幸 治 局 税務相談室 主任相談官副
署
長 （法 担) 舩 冨 康 次 留 任 舩 冨 康 次 留 任

特別調査官（指定） 関 孝 夫 局 総務部 営繕管理官補佐 石 井 義 高 退 職

総 務 課 長 佐 藤 紀 幸 局 課税一部 総括主査 小 山 成 一 市川 副署長

１ 部 門 岡 澤 和 彦 練馬西 法人２ 統括官
管
理
運
営
統
括
官

２ 部 門 清 水 栄 作 船橋 個人３ 統括官

管 理 統 括 官 横 川 幸 司 国税庁

徴 収 統 括 官 上 原 卓 雄 茂原 管徴２ 統括官 上 野 秀 樹 局 徴収部 訟務官室 主査

１ 部 門 内 村 一 秋 大和 個人２ 統括官 島 田 芳 幸 船橋 個人１ 統括官

２ 部 門 北 岡 司 朗 留 任 北 岡 司 朗 留 任
個
人
統
括
官

３ 部 門 西 村 博 志 練馬東 個人２ 統括官 沼 田 潤太郎 杉並 個人４ 統括官

４ 部 門 川 縁 博 千葉南 個人３ 統括官

資 産 統 括 官 浅 野 裕 留 任 浅 野 裕 留 任

１ 部 門 高 橋 潤 子 四谷 管徴３ 統括官 松ヶ谷 隆 麻布 源泉 特別調査官

２ 部 門 田名部 豊 千葉南 法人３ 統括官 田 中 隆 千葉西 法人２ 統括官法
人
統
括
官

３ 部 門 花 島 康 夫 国税庁 上 田 良 次 東京上野 法人６ 統括官

４ 部 門 根 本 正 敏 留 任 根 本 正 敏 留 任

５ 部 門 野 坂 誠 史 千葉東 法人 特別調査官

法 人 連 調 官 小笠原 欣 也 局 査察部 査察13 主査

法 人 総 括 上 席 田 中 幸 治 佐原 法人１ 総括上席

総 務 課 長 補 佐 巣 内 繁 行 留 任 巣 内 繁 行 留 任

法 人 審 理 上 席 前 田 圭 一 豊島 徴収２ 上席 上 園 義 久 練馬東 法人１ 上席

法 人 審 理 官 山 崎 雅 子 留 任 山 崎 雅 子 留 任

▼
炎
天
下
で
仕

事
し
て
い
る
私

に
と
っ
て
、
盆

を
迎
え
る
と
日

差
し
と
風
が
変

り
暑
い
夏
の
終
わ
り
を
感
じ
る
。

▼
今
年
の
８
月
は
震
度
４
の
地
震

が
あ
り
、
台
風
の
被
害
も
あ
っ
た
。

鳶
・
土
工
の
仕
事
を
し
て
い
る
私

は
、
い
つ
も
自
然
と
闘
っ
て
い
て

（
笑
）、
土
の
力
・
水
の
力
・
風
の
力

に
逆
ら
い
又
利
用
し
、
建
築
物
を

造
っ
た
り
壊
し
た
り
す
る
。
通
常

の
自
然
の
力
で
も
、
な
ん
と
人
な

ど
は
無
力
な
の
か
と
ガ
ッ
カ
リ
す

る
日
も
あ
る
。
今
回
地
震
の
時
は

入
浴
中
で
、
土
間
に
ク
ラ
ッ
ク
が

走
っ
た
。
あ
っ
と
い
う
間
で
あ
っ

た
。
テ
レ
ビ
で
台
風
の
被
害
を
見

た
。
土
石
流
の
後
、
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
は
ポ
ー
ル
ご
と
曲
が
り
道
路
は

な
く
な
っ
て
い
た
。
大
き
く
働
く

自
然
の
前
で
は
、
ま
だ
ま
だ
人
間

の
力
な
ど
通
用
し
な
い
。

▼

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」い
つ

何
時
、
自
然
に
牙
を
剥
か
れ
る
か

は
誰
も
わ
か
ら
な
い
。
防
災
の
日

も
間
近
な
の
で
、
防
災
グ
ッ
ズ
の

点
検
を
し
よ
う
と
思
う
。

（
美
）



今
年
も
税
務
署
の
定
期
異
動
が

あ
り
、
新
し
い
署
長
に
市
原
健
二

氏
が
、
総
務
担
当
副
署
長
に
齊
藤

栄
治
氏
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

広
報
委
員
会
で
は
、
留
任
さ
れ

ま
し
た
舩
冨
法
人
担
当
副
署
長
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
を
お
願
い
し
、

恒
例
と
な
り
ま
し
た
誌
上
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

舩
冨

そ
れ
で
は
、
市
原
署
長
、

齊
藤
副
署
長
、
今
日
は
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

さ
っ
そ
く
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
せ

て
頂
き
ま
す
が
、
お
二
人
の
出
身

地
は
ど
ち
ら
で
し
ょ
う
か
。

市
原

房
総
半
島
の
南
部
に
位
置

す
る
千
葉
県
い
す
み
市
で
す
。

最
近
、
筍
で
有
名
に
な
っ
た
房

総
の
小
江
戸
「
大おお
多た
喜き
」
の
近
く

に
な
り
ま
す
。

い
す
み
市
は
太
平
洋
側
の
米
作

地
帯
で
、
お
米
（
こ
し
ひ
か
り
）

と
海
産
物
（
特
に
イ
セ
エ
ビ
）
の

豊
か
な
と
こ
ろ
で
す
。

私
は
農
家
の
生
ま
れ
で
、
今
で

も
田
舎
の
米
を
食
べ
て
い
ま
す
。

齊
藤

北
海
道
の
「
道
東
」
釧
路

か
ら
帯
広
よ
り
に
35
キ
ロ
程
行
っ

た
太
平
洋
に
面
し
た
白しろ
糠ぬか
町ちょう
の

出
身
で
す
。

白
糠
町
は
、
漁
業
・
林
業
・
農

業
（
酪
農
）
が
３
分
の
１
ず
つ
と

い
う
と
こ
ろ
で
す
。
昭
和
30
年
代

の
頃
は
炭
鉱
で
栄
え
て
お
り
ま
し

て
当
時
は
人
口
２
万
人
程
で
し
た

が
、
現
在
は
１
万
２
千
人
程
に
減

少
し
て
い
ま
す
。

冬
は
地
中
深
い
と
こ
ろ
ま
で
凍

る
地
域
な
の
で
、
署
長
の
ご
出
身

の
い
す
み
市
と
は
反
対
に
、
北
海

道
で
唯
一
お
米
が
作
れ
な
い
土
地

だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

舩
冨

と
こ
ろ
で
、
お
二
人
が
税

務
の
職
場
に
入
ら
れ
た
き
っ
か
け

は
何
で
し
ょ
う
か
。

市
原

ま
っ
た
く
の
偶
然
で
す
。

昭
和
44
年
は
、
安
田
城
攻
防
戦
の

年
で
、
東
京
大
学
の
受
験
が
中
止

に
な
っ
た
年
で
し
た
。

そ
の
影
響
も
あ
っ
て
、
周
辺
大

学
の
入
試
レ
ベ
ル
が
一
気
に
上
が

り
、
こ
の
年
に
大
学
受
験
を
し
ま

し
た
が
、
見
事
不
合
格
と
な
っ
た

の
で
、
国
税
局
に
入
り
ま
し
た
。

齊
藤

陸
上
部
の
顧
問
で
、
ク
ラ

ス
の
担
任
で
も
あ
っ
た
先
生
か
ら

「
お
前
向
き
の
仕
事
が
あ
る
か
ら

受
け
ろ
」
と
言
わ
れ
、
恥
ず
か
し

い
話
で
す
が
、
ど
ん
な
仕
事
を
す

る
の
か
わ
か
ら
な
い
ま
ま
に
受
験

し
て
入
り
ま
し
た
。

そ
の
先
生
の
ひ
と
言
が
な
け
れ

ば
、
今
頃
は
石
油
関
係
の
会
社
に

勤
め
て
い
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

舩
冨

お
二
人
の
今
ま
で
の
経
歴

を
簡
単
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

市
原

今
年
で
勤
務
年
数
が
41
年

目
と
な
り
、
自
分
で
も
驚
い
て
い

ま
す
。
内
訳
は
、
東
京
国
税
局
に

12
年
（
課
税
部
、
査
察
部
、
調
査

部
）、
税
務
大
学
校
が
４
年
、
税
務

署
に
24
年
で
す
。
主
に
法
人
税
に

関
す
る
事
務
に
従
事
し
て
き
ま
し

た
。40

年
を
超
え
る
税
務
署
勤
務
の

間
に
、
単
身
赴
任
を
２
回
（
通
算

で
３
年
）
経
験
し
ま
し
た
。

齊
藤

昭
和
47
年
に
渋
谷
税
務
署

に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
60
年
に
東
京
国
税
局
査
察

部
へ
配
属
と
な
っ
て
か
ら
は
、
平

成
18
年
に
神
田
税
務
署
の
特
別
国

税
調
査
官
で
勤
務
す
る
ま
で
の
21

年
間
の
う
ち
、
16
年
間
を
査
察
部

で
過
ご
し
ま
し
た
。

舩
冨

今
ま
で
の
職
場
経
験
で
特

に
印
象
に
残
っ
て
い
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
等
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

市
原

つ
い
２
年
前
の
こ
と
で
す

が
、
平
成
19
年
に
広
島
国
税
局
管

内
の
柳
井
税
務
署
に
勤
務
し
ま
し

た
。
署
員
数
が
署
長
以
下
18
名
と

い
う
家
族
的
な
署
で
す
。

瀬
戸
内
海
に
面
し
た
風
光
明
媚

な
と
こ
ろ
で
、
絵
に
描
い
た
よ
う

な
美
し
い
地
方
都
市
で
し
た
。
休

み
の
日
に
は
、
魚
釣
り
や
離
島
の

ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
に
出
か
け
た
も

の
で
す
。
地
元
の
方
々
の
温
か
い

心
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

齊
藤

あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
捜
索

現
場
で
、
扉
を
な
か
な
か
開
け
て
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も
ら
え
な
か
っ
た
た
め
、
強
制
的

に
こ
じ
開
け
る
作
業
を
し
て
い
た

の
で
す
が
、
そ
の
最
中
に
部
屋
の

中
か
ら
白
い
煙
が
モ
ク
モ
ク
と
出

て
き
ま
し
た
。

２
分
程
経
過
し
て
か
ら
入
っ
て

み
る
と
、
牛
乳
パ
ッ
ク
に
水
を
張

り
、
そ
の
中
で
証
拠
書
類
を
一
生

懸
命
燃
や
し
て
い
ま
し
た
。
火
事

に
な
る
こ
と
を
恐
れ
た
の
で
し
ょ

う
が
、
不
完
全
燃
焼
で
煙
ば
か
り

が
発
生
し
て
い
ま
し
た
。

人
間
咄
嵯
に
な
る
と
、
意
外
と

不
合
理
な
行
動
を
と
る
も
の
だ
な

あ
と
今
で
も
強
く
印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
。

舩
冨

そ
れ
で
は
、
お
二
人
の
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
に
つ
い
て
質
問
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
趣
味
や
特
技
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

市
原

最
近
ジ
ョ
ギ
ン
グ
に
夢
中

で
す
。
３
月
に
「
佐
倉
健
康
マ
ラ

ソ
ン
」
を
、
６
月
に
「
富
里
ス
カ

イ
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
」
に
参
加
し
、

い
ず
れ
も
10
キ
ロ
を
走
り
ま
し
た
。

今
秋
に
は
「
手
賀
沼
エ
コ
マ
ラ
ソ

ン
」
の
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
を
走
る

予
定
で
す
。

楽
し
く
走
る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー

に
し
て
い
ま
し
て
、
だ
ん
だ
ん
長

い
距
離
を
走
れ
る
よ
う
に
な
り
、

益
々
楽
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
先
日
、
映
画
「
劍

岳

点
の
記
」
を
見
ま
し
た
が
、

と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
熟
年
登

山
で
は
あ
り
ま
す
が
、
も
う
一
度

劍
岳
に
登
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

齊
藤

高
校
時
代
は
「
投
て
き
」

の
槍
、
砲
丸
、
円
盤
投
げ
を
や
っ

て
い
ま
し
た
。「
道
東
」出
身
で
す

か
ら
ス
ケ
ー
ト
も
結
構
や
っ
て
い

ま
し
た
が
、
全
て
個
人
競
技
な
の

で
、
職
場
に
入
っ
て
か
ら
は
や
る

機
会
も
場
所
も
な
い
で
す
ね
。
で

す
か
ら
息
子
に
は
サ
ッ
カ
ー
や
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と
い
っ
た
団
体

競
技
を
勧
め
ま
し
た
。

こ
こ
最
近
は
専
ら
家
庭
菜
園
に

凝
っ
て
い
ま
す
。
今
は
中
玉
ト
マ

ト
が
食
べ
ご
ろ
で
す
。

舩
冨

最
近
読
ん
だ
本
と
そ
の
感

想
を
ど
う
ぞ
お
話
し
く
だ
さ
い
。

市
原

映
画
「
劍
岳

点
の
記
」

を
見
る
前
に
、
新
田
次
郎
の
原
作

を
読
み
ま
し
た
。
陸
軍
陸
地
測
量

部
の
活
躍
や
、
地
元
の
案
内
人
と

の
心
の
触
れ
合
い
、
明
治
の
日
本

人
の
気
骨
な
ど
が
巧
み
に
描
か
れ

て
い
て
感
動
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
新

田
次
郎
の「
孤
高
の
人
」「
銀
嶺
の

人
」「
富
士
山
頂
」「
芙
蓉
の
人
」な

ど
を
再
読
し
ま
し
た
。
小
説
を
読

み
、
映
画
を
見
た
つ
い
で
に
登
山

し
た
く
な
っ
た
こ
と
に
は
、
自
分

な
が
ら
少
々
あ
き
れ
て
い
ま
す
。

齊
藤

本
は
月
に
４
冊
程
読
み
ま

す
が
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
が
い

い
で
す
ね
。

最
近
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る

の
は
、
岩
波
文
庫
出
版
の
「
ガ
レ

ー
船
徒
刑
囚
の
回
想
」
で
す
。
実

際
に
10
数
年
も
の
間
、
櫂かい
を
漕
い

で
い
た
者
の
回
想
録
で
す
が
、
人

の
運
命
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

舩
冨

お
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、

こ
こ
江
東
区
、
特
に
城
東
地
区
の

印
象
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

市
原

落
ち
着
い
た
印
象
が
強
く

て
、
下
町
地
区
の
良
さ
が
十
分
に

残
さ
れ
て
い
る
、
素
晴
ら
し
い
と

こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

早
速
、
有
名
な
亀
戸
天
神
社
と

香
取
神
社
に
お
参
り
し
て
き
ま
し

た
。
伝
統
と
下
町
人
情
溢
れ
る
江

東
区
に
勤
務
で
き
る
こ
と
を
嬉
し

く
思
い
ま
す
。

齊
藤

私
は
、
落
ち
着
い
た
雰
囲

気
を
持
つ
足
立
区
で
、
独
身
時
代

の
大
半
を
過
ご
し
ま
し
た
。

江
東
区
も
同
じ
よ
う
に
落
ち
着

い
た
雰
囲
気
で
、
都
会
の
喧
騒
さ

や
気
取
り
が
無
く
、
自
分
に
あ
っ

た
町
だ
と
思
い
ま
す
。

舩
冨

法
人
会
の
活
動
に
つ
い
て

副
署
長
か
ら
、
最
後
に
署
長
に
ひ

と
言
お
願
い
し
ま
す
。

齊
藤

社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と

し
て
、
年
２
回
の
清
掃
活
動
を
行

っ
て
い
る
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。

私
も
自
治
会
で
率
先
し
て
「
ご

み
ゼ
ロ
運
動
」
な
る
も
の
に
参
加

し
て
き
ま
し
た
が
、
社
会
貢
献
は

気
持
ち
の
い
い
も
の
で
す
ね
。

ま
た
、
青
年
部
会
の
方
々
が
主

体
と
な
っ
て
い
た
だ
い
て
、
租
税

教
室
を
実
施
し
て
お
ら
れ
る
と
い

う
話
も
伺
い
ま
し
た
。
深
く
感
謝

い
た
し
ま
す
。

市
原

人
事
異
動
後
、
法
人
会
の

皆
様
と
の
お
話
を
通
し
ま
し
て
、

皆
様
方
の
税
に
対
す
る
深
い
ご
理

解
と
、
積
極
的
な
活
動
に
触
れ
、

署
長
と
し
て
大
変
心
強
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
梅
雨
明
け
前
日
の
暑
い

中
、
ご
多
忙
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

租
税
教
室
の
講
師
と
し
て
青
年
部

の
皆
様
方
の
ご
活
躍
を
伺
い
、
感

動
い
た
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
社
会
貢
献
活
動
の
一

環
と
し
て
「
ま
ち
を
き
れ
い
に
」

の
清
掃
活
動
が
、
次
回
で
24
回
を

重
ね
ら
れ
る
こ
と
は
、
誇
る
べ
き

こ
と
だ
と
深
い
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。今

後
と
も
法
人
会
の
皆
様
方
の

力
強
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
税
務
署
と
い
た
し
ま
し
て
も

適
正
な
税
務
行
政
を
推
進
し
て
ま

い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

舩
冨

こ
れ
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

終
わ
り
ま
す
。
ど
う
も
お
疲
れ
様

で
し
た
。

（
皆
様
、ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

広
報
委
員
会
）
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めざします。企業の繁栄と社会への貢献

す
る
垂
直
的
公
平
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
税
の
公
平
を
目
指
し
て

い
る
、
と
解
説
。「
公
平
」か
ど
う

か
は
国
民
が
決
め
る
こ
と
で
あ
る

こ
と
を
再
度
確
認
し
た
。

最
後
は
「
国
の
財
政
」
だ
。
歳

入
の
30
％
を
公
債
が
占
め
、
借
金

が
増
え
続
け
て
い
る
現
状
を
解
説
。

国
民
の
責
務
と
し
て
税
金
の
使
わ

れ
方
を
厳
し
く
監
視
し
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
、
と
今
年
の
教

室
を
締
め
く
く
っ
た
。
将
来
の
納

税
者
で
あ
る
彼
ら
に
、
税
金
と
、

そ
の
使
わ
れ
方
を
し
っ
か
り
と
見

守
る
大
切
さ
が
少
し
で
も
伝
わ
れ

ば
と
願
う
ば
か
り
だ
。

租
税
教
室
を
始
め
て
４
年
目
、

今
年
は
よ
り
詳
細
な
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
沿
っ
て
教
室
が
進
行
し
て
い

く
。
初
め
は
「
税
金
の
役
割
」
に

つ
い
て
。「
学
校
の
建
設＝

10
億

円
」「
９
年
間
の
義
務
教
育
に
掛
か

る
１
人
当
り
の
額＝

１
０
２
６
万

円
」
に
生
徒
た
ち
か
ら
驚
き
の
声

が
上
が
る
。
続
い
て
「
税
金
の
種

類
と
仕
組
み
」。分
か
り
や
す
く
消

費
税
の
「
５
円
玉
」
を
黒
板
に
貼

り
付
け
、
消
費
者→

商
店→

税
務

税
っ
て
？
」

第
三
亀
戸
中
学
で
租
税
教
室

青
年
部
会

マ
は「
税
の
公
平
に
つ
い
て
」。
複

数
の
異
な
る
利
益
額
を
上
げ
た
会

社
が
あ
り
、
公
園
を
作
る
た
め
の

税
金
は
ど
の
よ
う
に
集
め
れ
ば

「
公
平
か
」に
つ
い
て
生
徒
自
身
に

考
え
て
も
ら
う
。「
儲
け
て
い
る
会

社
が
全
て
負
担
」「
皆
同
じ
割
合
で

負
担
」「
儲
け
て
い
る
会
社
ほ
ど
多

く
負
担
」
中
に
は
「
く
じ
引
き
で

決
め
る
」
と
い
う
珍
回
答
も
あ
っ

た
が
、
現
在
の
日
本
が
「
皆
同
じ

割
合
で
負
担
」
す
る
水
平
的
公
平

と
、「
多
い
収
入
ほ
ど
多
く
負
担
」 生徒たちにアドバイス

将来の有権者たち

会
員
の
皆
様
方
に
は
、

一
段
と
経
営
環
境
の
厳

し
い
状
況
の
中
、
ご
事

業
の
運
営
に
邁
進
さ
れ

て
お
ら
れ
ま
す
こ
と
に

心
か
ら
敬
意
を
表
す
る

も
の
で
す
。

さ
て
、
当
会
で
は
本

年
も
９
月
か
ら
12
月
ま

で
の
４
ヶ
月
を
会
員
増

強
特
別
月
間
と
し
て
、

組
織
を
あ
げ
て
会
員
増

強
活
動
に
取
り
組
む
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
法

人
会
が
会
員
増
強
を
行

う
の
か
と
申
し
ま
す
と
、

「
数
は
力
な
り
」と
い
わ

れ
ま
す
よ
う
に
、
会
員

数
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ

ど
法
人
会
の
意
見
は
尊

重
さ
れ
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
本
年
は
税
制
に
関
し

て
事
業
承
継
税
制
の
確
立
、
消
費

税
の
税
率
ア
ッ
プ
の
前
に
徹
底
し

た
行
財
政
改
革
の
断
行
、
中
小
法

人
税
率
の
引
き
下
げ
等
の
改
正
要

望
を
作
成
し
て
、
全
国
法
人
会
総

連
合
を
通
じ
て
国
会
や
政
府
機
関

に
そ
の
実
現
方
を
働
き
か
け
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
よ
う
な
意

見
も
、
会
員
数
が
多
け
れ
ば
そ
の

実
現
が
容
易
と
な
る
わ
け
で
す
。

会
員
の
皆
様
方
に
は
こ
の
点
を

充
分
に
ご
理
解
の
う
え
、
お
知
り

合
い
の
経
営
者
で
法
人
会
に
ご
加

入
い
た
だ
い
て
い
な
い
方
が
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
是
非
、
法

人
会
に
ご
加
入
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
一
声
か
け
て
い
た
だ
く
な
ど
、

お
力
添
え
を
切
に
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

▼
９

10

11

12
月
を
会
員
増
強
特
別
月
間
▲

皆
様
と
共
に
加
入
勧
奨

組
織
担
当
副
会
長

鯨

岡

俊

司

仲間を増やそう

署→

日
銀→

（
財
務
省
の
予
算
原

案
）→

国
会
と
移
動
さ
せ
て
い
く
。

最
終
的
に
は
国
会
議
員
を
選
ぶ
国

民
が
そ
の
使
い
道
を
決
め
て
い
る

こ
と
を
「
将
来
の
有
権
者
」
た
ち

に
説
明
す
る
。

次
は
グ
ル
ー
プ
討
議
だ
。
テ
ー

挙手を促す渡辺部会長
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１
を
減
額

②
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

平
成
19
年
１
月
１
日
以
前
か
ら

あ
る
住
宅
で
且
、
65
歳
以
上
の
方

等
が
居
住
す
る
住
宅
で
平
成
22
年

３
月
31
日
ま
で
の
間
に
居
住
部
分

に
お
い
て
一
定
の
要
件
を
満
た
す

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
を
行
っ

た
場
合
↓
改
修
工
事
完
了
年
の
翌

年
度
分
に
限
り
住
宅
一
戸
当
た
り

百
㎡
の
床
面
積
相
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税
を
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え
る
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間
・
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日

時

11
月
10
日
㈫
午
後
４
時
〜

会

場

亀
戸
天
神
社
参
集
殿

第
１
部

記
念
講
演
会
（
午
後
４
時
〜
）

演
題

未
定

講
師

江
東
東
税
務
署
長

市
原
健
二
氏

第
２
部

懇
談
会

（
午
後
５
時
〜

会
費
４
千
円
）

９月
３日㈭ 税務研究部会一泊研修会 午 後 ３ 時 熱海・染井旅館

６日㈰ 会員リクリエーション 午 前 ８ 時 富岡製糸工場ほか
群 馬 県 方 面

８日㈫ 女性部会研修会 午 後 ２ 時 法 人 会 館

15日㈫ 決算法人説明会 午後１時30分 江 東 東 税 務 署
会 議 室

16日㈬ 第408回理事会 午後２時30分 アンフェリシオン
16日㈬ 支部長会 午 後 ４ 時 アンフェリシオン

10月
16日㈮ 決算法人説明会 午後１時30分 江 東 東 税 務 署

会 議 室

20日㈫ 健康講演会（参加費：無料）
内容 最新の医療事情とセカンドオピニオン
講師 ティーペック㈱メデイカルネットワーク部長

風間美佐男氏

午後３時30分 アンフェリシオン

21日㈬ 地区別税法説明会（亀戸地区） 午前10時と
午後１時30分

カメリアプラザ
研 修 室

22日㈭ 地区別税法説明会（大島地区） 午 後 ２ 時 江東区総合区民
セ ン タ ー

24日㈯ 第24回地域社会貢献活動「まちをきれいに」
（予備日 翌25日㈰）

午前９時30分 亀 戸 地 区

27日㈫ 税務研究部会研修会 午 後 ２ 時 法 人 会 館

28日㈬ 地区別税法説明会（砂町地区） 午 後 ２ 時 砂町文化センター

11月
５日㈭ 源泉部会研修会

内容 年末調整のしかた
講師 江東東税務署担当官

午前10時と
午後１時30分

江 東 東 税 務 署
会 議 室

10日㈫ 税を考える週間・会員大会 午 後 ４ 時 亀 戸 天 神 社

11日㈬ 年末調整説明会
内容 年末調整のしかた
講師 江東東税務署担当官

午前10時と午
後１時45分

カメリアプラザ
ホ ー ル

16日㈪ 納税表彰式 午 後 ３ 時 カメリアプラザ
ホ ー ル

17日㈫ 新設法人説明会 午後１時30分 江 東 東 税 務 署
会 議 室

◎各部会の研修会の内容・講師については未定のため未掲載となっていますが、決まり次第ホームページに掲載しま
すので、ホームページをご覧になって下さい。（ホームページアドレスは本会報の表紙に掲載しています。）

◎役員会・委員会は省略してあります。お問い合わせは事務局まで。
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行
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発
行
人

佐
野
一
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編
集
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三
浦
繁
夫

印
刷
・
三
報
社
印
刷
㈱

管内法人数 5,577社 法人会員数 2,416社 加入率 43.32％（平成21年７月31日現在)

http://www.koto-higashi-h.or.jp/


